
更
二
思
フ
ニ
教
育
者
ト
シ
テ
最
モ
重
ン
ズ
ベ
キ
ハ
人
格
ノ
旋
成
ニ
ア
リ

何
二
學
術
技
藝
二
秀
ズ
ル
モ
人
格
二
於
テ
欽
ク
ル
所
ア
ラ
バ
赦
育
者
ト
シ
テ

其
ノ
資
格
ノ
半
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
コ
ト
論
ヲ
侯
タ
ズ
故
二
本
校
二
於
テ
ハ
思

ヲ
絃
二
致
シ
美
術
ノ
研
究
技
能
ノ
習
練
卜
相
侯
チ
テ
特
二
人
格
ノ
予
廷
成
ニ
カ

ヲ
盛
シ
ッ
、
ア
リ
幸
ニ
シ
テ
年
限
ノ
延
長
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
バ
更
二
必
要
ナ

ル
學
科
目
ヲ
加
へ
課
シ
テ
中
等
學
校
二
於
ケ
ル
修
身
赦
育
ノ
担
嘗
者
タ
リ
得

ル
様
教
育
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
速
二
実
現
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス

雑
件生

徒
実
験
ノ
資
二
供
ス
ル
タ
メ
諸
所
ョ
リ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
ジ
タ
ル

モ
ノ
、
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
ッ

セ
ン
ト
ス

如

， 
ノ‘

曲

屏

風

一壼

双
一同

花

盛

器

一
弐
個
一
同

噴

水

塔

一弐

個

一同

ノ
如
キ
ハ
甲
種
乙
種
ノ
別
ヲ
設
ヶ
闘
益
科
ノ
配
営
時
数
二
著
シ
キ
変
更
ヲ
見

タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
新
二
作
業
科
ヲ
増
設
セ
ラ
ル

、二

至
レ
リ

地
方
二
於
テ

ハ
此
二
伴
ヒ
中
等
學
校
ノ
學
級
整
理
啜
合
等
ノ
行
ハ
ル
、
ア
リ
且
又
學
校

鰹
済
ノ
逼
迫
ニ
ョ
リ
薗
霊
手
エ
数
員
ヲ
シ
テ
他
ノ
學
科
目
ヲ
モ
受
持
タ
シ
メ

ン
ト
ス
ル
傾
向
漸
ク
顕
著
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
我
師
範
科
卒
業
者
ニ
ッ
イ
テ
之

ヲ
見
ル
モ
単
二
園
霊
若
ク
ハ
手
エ
ノ
ミ
ヲ
担
営
セ
ル
モ
ノ
ハ
極
メ
テ
僅
少
ニ

シ
テ
外
二
工
作
園
臨
習
字
等
数
科
目
ヲ
兼
担
ス
ル
モ
ノ
七
、
八
割
ヲ
占
ム
ル

甚
ダ
ッ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
圏
語
、
樅
文
、
英
語
等
専
門
以
外
ノ
學

科
目
ヲ
分
担
セ
ル
モ
ノ
サ
ヘ
勘
カ
ラ
ズ
情
勢
ノ
変
化
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以

テ
本
校
師
範
科
二
於
テ
モ
亦
数
科
目
ノ
内
容
二
改
善
ヲ
施
シ
以
テ
時
勢
ノ
要

求
二
應
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
時
期
二
直
面
七
ル
コ
ト
ヲ
痛
感
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ

此
ノ
見
地
ョ
リ
シ
テ
現
在
ノ
修
業
年
限
一
―
―
ケ
年
ヲ
一
ケ
年
延
長
シ
テ
四
ヶ

年
二
改
メ
以
テ
圏
霊
手
エ
習
字
ノ
外
二
作
業
科
ヲ
モ
課
シ
時
勢
ノ
要
求
二
應

基
一同

プ
ロ
ソ
ズ
メ
ク
ル

七

個

一同

花

盛

器

一弐

個

ー同

優

裳

楯

一壼

個
面
E

有
様
ナ
リ

銀
製
記
念
銭
一
弐
百
個
一同

ホ
ソ
ホ
ソ
エ
ヱ
ー

一四
百
個
ー同

ネ
ク
タ
イ
。
ヒ
ン

参
百
個
一
同

奥
陸
伯
銅
像
修
理
一
壼

『
校
友
会
会
報
』
記
事
抜
粋

号

年

月

日

學
校
記
事
〔
二
。
S

・

九
•

1
0
・

ニ
〇
〕

職
員
辟
令

昭
和
九
年
五
月
二
十

一
日

東
京
美
術
學
校
屈
ヲ
命
ス

同
年
六
月
十
五
日

依
願
解
屈

文
庫
課
岡
書
掛
兼
標
本
掛
ヲ
命
ス

参
列
委
員
徽
章
参
百
個

一同

壼

古
式
大
鎧
附
属
武

具メ

タ

ル

金

型

壼

個

面同

式
一同

胸

像
一壼

品

目
一
敷

依
凝
製
作
一
買

基

一昭
和
九
年
度

姑

受
託
年
度

竣
功
年
度

昭

和

九

年

度

馬

上

孝

太

郎

日
本
赤
十
字
社
々
長

徳

川

家

達

一中
學
校
長
協
會
代
表
者

西

村

房

太

郎

日
本
根
術
協
會
副
會
長

一

柴

田

桂

太

平

尾

鼓

平

H
本
赤
十
字
社
々
長

徳

川

家

達

李
王
職
事
務
官

林

健

太

郎

秩
父
宮
附
属
事
務
官

前

田

利

男

農
林
省會

計

課

長

日
本
學
術
協
會
副
會
長

柴

田

桂

太

外
務
省外

務

鉄
道
局
技
師

長
谷
川

農
林
省會

計

東
京
市
長

牛

塚

同 同 同 同 同 同同 同 同 同 同 同 同

雇

依

前

川

春

前

川

春
頼

虎
太
郎

課

長 袈

次

官
者

第2窪 制度確立期 668 



同 同 同 同 同

各
通

年
同
月
三
十
日

陸
叙
高
等
官
六
等
（
内
閣
）

年
七
月
四
日

叙
動
五
等
授
瑞
貿
章
（
賞
動
局
）

叙
動
六
等
授
瑞
賓
章
（
賞
勅
局
）

叙
正
七
位
（
宮
内
省
）

年
同
月
二
十
七
日

党
去年

同
月
三
十
一
日

依
願
解
雇

年
八
月
一
日

補
野
砲
兵
第
一
聯
隊
附

近
衛
野
砲
兵
聯
隊
附

陸
軍
砲
兵
少
佐

東
京
美
術
學
校
兼
東
京
―
音
楽
學
校
服
務
ヲ
命
ス

野
砲
兵
第
一
聯
隊
附

陸
軍
砲
兵
中
佐

東
京
美
術
學
校
兼
東
京
―音
楽
學
校
服
務
ヲ
免
ス

野
砲
兵
第
一
聯
隊
附
被
仰
附

年
同
月
五
日

休
職
滴
期

年
九
月
一
日

陸
叙
高
等
官
五
等
（
内
閣
）

年
同
月
七
日

同 同
年
同
月
十
六
日

助

教

授

松

田

講

師

鈴

川

数

授

兼

生
徒
主
事

休
職
数
授

信 義
之

森
田
編
之
助

森

芳
太
郎

奥
野

由
郎

0
佐
々
木
（
一

〔郎
〕
）
雇

下
谷
賑
谷
中
坂
町
七
六
へ
韓
居
せ
ら
れ
ま
し
た
。

0
武
田
〔
壽
〕
雇
荒
川
匪
日
荘
里
町
四
ノ
一

0
四
九
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し

こ。f
 

森
重

幡
雄

屑

川

村

昇

0
久
米
名
界
数
授
本
校
名
界
数
授
従
三
位
動
三
等
久
米
桂
一
郎
先
生
に
は
本

年
五
月
頃
か
ら
肝
蔵
癌
に
罹
ら
せ
ら
れ
雨
束
上
大
崎
の
自
宅
に
於
て
只
管
療

捉
に
努
め
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
が
遂
に
七
月
二
十
七
日
午
前
九
時
十
二
分
党

去
せ
ら
れ
ま
し
て
誠
に
痛
惜
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

0
森
〔
芳
太
郎
〕
休
職
教
授
昭
和
七
年
八
月
六
日
よ
り
休
職
中
で
あ
り
ま
し

た
が
本
年
八
月
五
日
休
職
期
間
満
了
し
退
官
せ
ら
れ
ま
し
た
。

0
前
川
〔
春
二
〕
雇
文
庫
課
闘
書
掛
兼
標
本
掛
と
し
て
勤
務
せ
ら
れ
て
居
り

ま
し
た
が
家
事
の
都
合
上
退
職
せ
ら
れ
ま
し
た
。

0
川
村
〔
昇
〕
雇
鰹
理
課
會
計
掛
と
し
て
勤
務
せ
ら
れ
し
慮
病
氣
の
為
退
職

せ
ら
れ
蹄
郷
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
消
水
〔
平
吉
〕
騒
託

こ。f
 

杉
並
駆
大
宮
前
六
ノ
四
四
ニ
へ
韓
居
せ
ら
れ
ま
し

名
啓
教
授
久
米
桂

一
郎

助
教
授

昭
和
九
年
商
工
省
楡
出
工
藝
展
覧
會
審
査
委
員
ヲ
頻
託
ス
（
商
工
省
）

講

師

教

授

兼

生
徒
主
事

田

邊

孝

次

〔各
通
〕

同

和
田

同 同

澤
口

E
u
 

数

授

清

水

編

蔵

田

邊

孝

次

数

授

兼

生
徒
主
事

同 同
慇
只
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免
（
内
閣
）

年
同
月
十

一
日

國
際
観
光
委
員
會
委
員
被
仰
附
（
内
閣
）

年
同
月
十
二
日

教

授

信
夫

三
造

山
崎
党
太
郎

津
田

名

魯

数

投

正

木

直

彦

669 第12節昭和 9年



午

一 、
第 第 第 第
四三ニー
鈴鈴鈴鈴

士・ 日
本
覧
科

昭
和
九
年
度
油
霊
科
試
験
間
各
鈴
時
間
表

彫

刻

科

＿―-
月
宍
日
（
金
）;

[
 

盆
呵
写
分
｛
縞

十
一
時
辛
分
了

時

土 八＾ 月
時 時 宰
辛 ェ 日

時 分 分 時 土^
― ‘ ’ -、ノ

生窟

土

一月
大
日
（
日
）;

[
 

裔

立

分

歴

九
時
辛
分

[
史

時

十

ヤ

"J
1

月

一
八
四

八
四
七

特
一
―

（
備
考
）
増
減
ノ
欄
•

印
ハ
減
ヲ
示
ス

第
二
鈴

午

計

一
四

二
六

0

九
九
三

特
三

七
六

一
四
六

特
八

九
四

第
七
鈴

第
六
鈴

第
五
鈴

第

四

鈴

十

二

時

第
三
鈴

八
時五

分

十
一
時

五
十
分

第
一
鈴

八

生窟 ・師 ・建 ・エ

閾建 科幽工

：：： と’ `` ~ 

漆箔鍛彫圏
師築

範

科 科郡

一
五

十五十八八三
二十一五時 月

面 時分時分 時 十

十八-------✓-------✓ ＾ー
時時生窃 ・師案圏 ・エ虹
、 學敷 ・建

三十二十十十五九八八月
十一十一五時 十時五時 十
分時分時分時分分 時＾一
~,---"'----------✓---------✓ 

月一
ゃ日

文作 ・師 ・エ 史歴 ・師 ・建 ・エ
二

三 十 二 十 八 八 月
十一十一五時 十
分時分時分 時 ↑ 三
ー、9 / 

火ゃ日
案圏 ・師

七

五

六

四
九

七

七

工

七

二
六

一
七

九

金

部

工
藝
科

昭
和
九
年
度
建
築
科
試
験
閻
各
鈴
時
間
表

師
範
科

三
月

十

日（土）

時

七

一
七

二
0

金

部

四

九

＇ ノ‘

金

郡

五

一
五

一
六

彫
刻
科

{

"
案

部

一
五

ニ―
10

―
二
八

一
七

七七

油

書

科

ニ
八

日

本

盟

科

二
0

二
ー特三特八八
〇四五 七九二

＝ 
ニ特三特五 八
三ーニ七五四

ー特特六
三三三五六二

ー四
四
九

志
笙
科
名

券

集

應

袋

前

年

度

増

減

人

員

人

員

受

理

敷

昭
和
九
年
度
入
學
願
書
受
理
敷

備

考

｀
 
．
．
 

四
年
終
了

者
敷

＾後午 前
入了各備 ---/---～‘
場 前 試考第 笙笙第 第第第
ハ十瞼ツ四＝—-七六五
振 分 ハー鈴 鈴鈴鈴 鈴鈴鈴
鈴ツ

一
セ ，入 振
サ 終場 鈴写 ＝一
ル了←麿 時時
モ← →分辛写
ノノ答次時分分時
ト四案ノ----ク---’
ス回着如生窟 日
°卜手‘ン

ス L- ° 

/―、
但 入
シ場
引後
キ 五
絞 分
キ ー

試，
験終
宜了
施 豫
ノ牛

雙巳
ロ＾ノ、終

＝一
時時
ョ
＋写

時分 分 時
-、'←ノ

生 窃日

+ + 
- - ---fー

時時時
写＝+ -F 写

分分分.． ． 

文作

第2章制度確立期 670 



鉗
金
郡

漆
工
部

六七

八

介

澤

義

男

朝
保

四

八

生

田

目

明

村
山

藤
沼

正
吉

上

野

維

信

藤
江
理
三
郎

闘
案
部

彫
金
部

鍛
金
郡

゜

三
五〇

部鍛
六 三金

七

九

1
0
 二
五

八

郡

名

第

一

志

望

岡

案

彫

金

部

部

錨

金

漆

工

郡

郡

志
笙
セ

ザ
ル
者

渡

邊

亨

川
西

治
男

上
崎
順
一
郎

田

中

武

久

高
田

永
田

渡
邊

川
上

神
澤

正
男

雄
六

知
明

武
夫

笠

井

忠

郎

金
子
慎
次
郎

米

本

一

郎
鐵
雄

睦

工
藝
科
各
部
第
二
志
望
部
名
調

文
夫

應
定

各
試
瞼
ハ
「
入
場
」
、
「
答
案
着
手
」
（
入
場
後
五
分
）
「
終
了
豫
告
」
（
終

了
前
十
分
）
「
終
了
」
ノ
四
回
ト
ス
。

但
シ
引
キ
績
キ
試
験
宜
施
ノ
場
合
ハ
入
場
ハ
振
鈴
七
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

岩
井

西
尾

大
矢

正

荻

滋
郎

善
積

太
田

石
田

道
尚

藤
歴

太
郎

正
明

恭
道

秀
雄

（
備
考
）

尋
二
師

三
時

・

五

十

分

習

四

時

[
字

一
、
振
鈴
謳
分
ヲ
次
ノ
如
、
ン
。

第

志

望

宏

昭
和
九
年
度
入
學
者

〔い
ろ
は
順
。
出
身
校
省
略
。〕

日
本
甕
科猪

飼
俊
一

六
郎
田
繁
男

西
村
純
一

景
浦

松
滸

三
宅

闊
谷

油
聾
科

市
瀬

西
村

大
塚

吉
川

寺
田

宮

本

光

杉
浦
忠
一
郎

白
井

弘

田
川

三
谷

一
馬

包
夫

孟

後 午

第
七
鈴

四

時

秤解取書 ・師

尾
山

二
時五

分

三
時

五
十
分

今
村

濱
田

浦
治

直
樹

第
六
鈴

第
五
鈴

第
四
鈴

時

第
三
鈴

第
二
鈴

一
時五

分

二
時

五
十
分

第
一
鈴

時

生窃 ・師 ・エ

五ニー
十時五時

時分分時
- 、9 / 

生窟 ・師 造塑 ・エ

五ニー
十時五時

時分分時
-、，'

甕器用 ・師 ・建

五一 三十三十
十時五二十二

時分分時分時
ー、，＇

語英 ・師

計

一
九

1
0
 
一
六

弘
一
四

典
生

橋

本

具

定

若
井
善
三
郎奨

池
田

東
京
美
術
學
校
に
於
て
昭
和
九
年
施
行
し
た
る
入
學
試
験
の
問
題
並
受
瞼

の
答
案
に
到
す
る
試
瞼
官
の
講
評
左
の
如
し
〔
省
略
〕

二
七
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高
尾

駒
井

彫
刻
科
木
彫
部

伊

勢

孝

志

瀧

誠

工
藝
科
図
案
部

大
輔

龍
次

弘
暉

和
耶

原河
合

西
村
登
喜
男

川
村
儀
一
一
一
郎

栗

原

洞

澤

藤

彰

三

吉
田

藤
田

三
枝

堀
田

之尚沖
男夫治巌

進
春
禰

辻
村
八
五
郎

船

井

芙

周

三

井

惣

一

貞
宜

有
海
庄
右
術
門

秦
泉
寺
正
一

荒

木

活

秋

疋

島

正

典

山
田

前
島

石
井

川
野

橋
本
三
七
三

田
中

昇

瀧
本

村
瀬

次 郎 茂

大

村

正

夫

村

山

泊

光

枇

山

文

夫

木
原
涵
一
一
一
郎

特
別
學
生

於

中

和

胡

光

弼

建
築
科

伊

東

進

一

大
住
龍
太
郎

小
淵
二
三
男

闘
盟
師
範
科

橘
本

山
崎

謙

山
本

正
直

上
野

健
四

原
田
新
八
郎

川
瀬

勝

蔵

舟

越

保

武

明

石

順

吉

金

娯

承

稲
田

井
手

坂
東

脱
野

昆
野

櫻
井

森
本

甜
水

則
雄

文
夫

忠

一恒光

細
川

高
澤

後
藤

佐
藤

手

旭阻
七
郎

一
彦

忠
艮

淡 辻
JI I 

貞
一

光
典

貝
義

中
村

松
村

友
田

昌
敏

貞
康

承

店陸
~

彫
刻
科
塑
造
郡

服

郡

茂

夫

染
川
鐵
之
助

滅 國

生郷

楊

佳

輻

森

成

輝

田

澤

油

芙

特
別
學
生

小
林

浅
井

三
栖

須
賀

通
雄

杉
本

菅

堅
治

三
郎

徐

鋲
健

拇 逹 勝 郎

千
之

田
中

芳
郎

省
美

佐
田

久

辿
藤

手
島
守
之
輔

佐

久

間

修

守
屋

工
藝
科
彫
金
祁

太

田

光

雄

北
原

士

工
藝
科
鍛
金
部

荻

原

富

雄

工
藝
科
鉗
金
祁

伊
坂
四
郎
人

田
中
利
一

北
村

一
郎

工
藝
科
漆
工
部

西
橋

二

輪

智

柴

沼

芳

郎

吉
田

甚
作陛

丈
夫

祀
一

川
本

芳

則

山

中

勇

齋

藤

娃

鈴

木

庄
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科
：
·
·
：
一
九
·
:
·
:

0
:
·
:
·
·
:

0
:
…

•
一
九

科
：
…

•
三
七
…
…
0
:
·

…
…
四
：
·
：
四

一

塑
造
部
：
・
…

―二
：・…
六
．．．
．．．．
．．
 

0
：・
・
：
一
八

"＂"-． 

0

七

彫
亥
和

一
木
彫
部
：
·
:·：
六
：…•一
．．．．．．
．．．

．．．．．．．．． 

油 日
科

司：
皿

1

、オ
中
血

赤

乳

同

小

坂

泰

二

郎

東

原

霜渡

船
隅
田
の
ほ
と
り

同

山
本

束

.,‘ 1JJ 

場

同

熊

本

の

朝

同

岐

丘

工

場

同

名

本

科

選

科

特

別

根

生

計

市

場

の

午

後

春

同 同

高
木
孝
太
郎

高

井

恵

十

河

正

雄

武

藤

六

郎

浦

田

正

夫正
泰

山

ロ

ー雁田

井

東

京

の

、、

白

絲

瀧城秋

同

今
田
艇

一
郎

板

谷

廣

起

栢
垣
虎
之
助

新

名

武

美

河

合

光

田
中

善
美

岐

阜

白

鷺

同

兵

即

の

同

大

分

魚

場

同

石

川

一
、
新
卒
業
生
入
場
著
席

二
、
職
員
、
参
列
佑
卒
業
生
著
席

三
、
束
賓
著
席

四、

校

歌

五
、
學
校
長
式
僻

六
、
卒
業
證
書
授
典

七
、
學
校
長
告
僻

八
、
文
部
大
臣
訓
僻

九
、
卒
業
生
継
代
答
僻

+
、
式
終
了
挨
拶

十

一
、
束
賓
、
職
員
、
蕉
卒
業
生
、
新
卒
業
生
順
次
退
場

卒
業
生
姓
名
卒
業
製
作
目
録
（
席
次
い
ろ
は
順
）

本

盪

科窓春

同

東

京

本
科

日 合

第
四
十
一
二
回
卒
業
證
書
授
狽
式
次
第

（
三
月
二
十
四
日
午
前
十
時
）

（
第
二
挑
鐘
講
堂
東
ロ
ヨ
リ
出
入
）

（
第
三
城
鉾
講
堂
東
ロ
ョ
リ
出
入
）

（
一
同
起
立
）

（
卒
業
生
前
後
敬
祠
）

（
卒
業
生
前
後
敬
樗
）

t
 

仰一
、
退
場
後
、
束
賓
、
菩
卒
業
生
ハ
休
憩
所
ニ
テ
休
憩
ノ
事

二
、
退
場
後
、
職
員
、
新
卒
業
生
ハ
直
二
｛
島
箕
場
へ
集
合
ノ
事

〔
マ
マ

〕

言
式
の
前
後
二
於
テ
卒
業
生
製
作
品
随
意
観
究

卒
業
生
科
別
人
員

（
第
一
披
鉾
講
堂
北
ロ

ヨ
リ
出
入
）

硲挫晩飾

闘
案
部
・・・
:
―
二
：
・・:
0
:
・
:
・
・
:
0
:・

…

―
ニ

彫
金
部
：
．．．．．
．．
 五
…
…

0
:・
…
…

0
:・:・
：
五

鍛
金
部
：・・
・・・・
三
…
…

一
：
・
…
・
:
0
:
:
・
:
：
四

錨
金
部
：・：
・:
-
・:・:
0
:・
・・:
．．
 

0
:・

…
・
:
-

漆
工
部
：
·
·
:
·
：
五
：
·
：

0
:
·
…

·
:

O
…

…
•
•
•
五

建

槃

科

…・:・：
六
：
・・
:0
:・:・
…
0
…・
:・：六

岡

罰

師

範

科

：・・・・ニ
三
：
・・:
0
:・

…
・:
0
:
…
・
二
三

計
：
―
二
九
：
．．． 

八

：
・
:
・
:
四
：
・
-
四
一

工
熟
科

島

根
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裸

掃

同

同

和
夫

大

城

貞

尚

小
田
谷
韮
次

荻
原
孝
一

川
端

宜

束

京

川

邊

の

洗

濯

同

同

樅

雨

澤

像

壺

を

持

つ

女

俊姉姉

仰 裸

臥

裸

同

同

長

野

課

題

同

同

李

鳳

榮

同

同

重

裸

婦

坐

像

同

李

梅

樹

T 

子

同

同

沖

縄

卦
曰・

同

洵

同

同

岡
田

•A_
9 

宮

齢

同

同摩特同
生別

末
澤

陳

全朝忠朝蛋嚢江中 香
羅 消
北 南

北 蘇華
民

道鮮道鮮州漑省國 JI[

婦

人

同

同

椿

堂

芳

三

郎

香

川

詔 麗裸

人

坐

像婦

同

同

闊
ロ

茂
繁
信

茨

城

裸

踊

同

同

細
田

喜

道

島

根

裸坐 家花妹裸
を

政
持

て

る

婦像婦女像婦

同

同

武
男

佐

々

木

孔

宮

地

亨

嶋
崎
政
太
郎

東

京

裸

婦雪像婦

同

同

寒

江

黍

同

同

林

邦

男
〔松〕

濱
松
改
之
助

新
闘

西
川

西
村

國
臣

幸
術

計
雄

北

海

道

同

同

佐

賀

佐

質

同

同

宮

城

母

の

同

同

山

形

同

同

宮

城

裸

同

同

秋

田

の

同

同

栃

木

足

を

拭

く

同

同

鹿

兒

島

同

同

愛

媛

黒

し、

服

同

同

石

山

融

吉

石

川

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
て

同

同

舟

子

同

同

石
田

佐

ブ9"」-l

同

同

山
本
日
子
士
一艮

員
木
小
太
郎

藤
田
篤
次
郎

蝠

富

宜

相
澤

茨

城

ざ吝
Aヽ

艮

裸

婦

赤
い
ウ
ク
レ
ル
を
持
て
る

人

物

像

同

同

今
村

香

JI I 

臥

同

同

正

廣

島

同

同

伊

藤

悌

三

五
十
嵐
俊
夫

俊
夫

久
雄

石

川

憩横 裸裸 残

ヘ

像女

裸

婦

ル

娠

逹

同

同

石

川

自
霊
像

本
科

東

京

婦

仏人JI

同

同

東

京

油

車
謳

科

光

同

同

中
島
編
三
郎

奈
古
屋
睛
夫

灘

波

秀

二

山
川
勇

一
郎

山
野

山

ロ

簗東犬

吠

の

二

月

同

菅
澤

千

葉

M
I
T
T
I
A
N
 

同

同

伊

豆

同

溝
口

森
下

須
田

善
作

善
二

幸
司

百
田1Ji 

島

風

景

同

同

孫

峯

同

青

森

女

同

同

長

野

朝

鮮
疫
尚
北
道

埼

玉

ラ
イ
ト
、
プ
レ
ソ

同

宗

博

束

↓ー‘1,
A
 

姉

同

同

田
村
玄
一
郎

竹
内

英
雄

新

潟

深 秋

秋森

同

祐
壽

佐
々
木
光
英

福

井

裸裸裸青
し、

シ

ャ
ッ
の

女男

同

同

川
瀬
成
一
郎

金

子

蔵

東

京

の

同

江
問

市
]Im 

島

同

同

栃

木

第 2章制度確立期 674



漁

る

小

供態

同

分

部

順

治

八

木

武

雄

古
川

順
三

大

阪

同

埼

玉

女

同

香

JI I 

龍賓

紋

様石

香

盆箱

本
科

桂

野

文

克

野

口

絨

介

山

形

た

わ

む

れ

本
科

群

馬

彫
金
郡

木
彫
部

チ
ャ
ペ
ッ
ク
チ
ャ
ペ
ッ
タ
兄
弟

「
晶
の
生
活
」
デ
ザ
イ
ソ

同

宮
崎

喜
作

北

海

道

裸消

朗

日
本
的
な
る
相
稲

犬

同

熊

本

同

松
田

一
郎

浅

岡

重

次

本

武

憲

孝

東

京

藝

科

圏
案
部

國
家
主
義
的
記
念
廟
ノ
一
提
案

各
種
ボ
ス
タ
ー
闘
案

マ
ネ
キ
ン
と
そ
の
ス
テ
ー
ヂ

春
、
夏
、
秋
、
冬

A
ュ
ニ
ホ
ー
ム

服
飾
三
題

B
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

C
ド

レ

ス

Suite 
R
o
o
m
と

S
m
o
k
i
n
g

R
o
o
m
の
室
内
装
飾
設
計

（
日
本
郵
船
、
平
安
丸
）

壁
霊
(
-
音
案
室
）

社

交

服

二

題

昔

架

室

の

装

飾

装
飾
霊
（
喫
茶
店
、
食
堂
、

歌
舞
伎
座
緞
帳
圏
案

ホ
ー
ル
用
）

ペ
ー
ト
ー
ベ
ソ
作
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
五
番
を
主
題
と
せ
る
立
憫

コ
ソ
ボ
ジ
シ
ョ
ソ

同

秋

山

光

喬

山

梨

同

東

京

同

明
石

香

川

中
崎
俊
秀
先
生
の
像
、
裸
婦
立
像

ト
ル
ソ
、
女
習
作婦

同

武
雄

大
間
知
龍
之
助

中

村

三

郎

；
 

京

判

同

宝il田

岡

同

富

山

同

洋

馬

ー

選
科

富
田

茨

城

同

京

都

首

同

長

崎

同

秀
三

上
田
平
八
郎

麻

田

延

美

近
藤
兄
二
郎

聖
一

村
島

富

山

女坐女寂裸
一つ
人た

習 ‘女坐
ソ女 ‘
‘ 習習
首 作作作像

卜

Iレ

同

香

J/1 

男

同

畝

村

直

久

員

鍋

忠

行

東

國

雄

石

川

同

灘

山

敏

長

崎

同

上
田

薫

廣

島

同

長

瀬

直

諒

秋

田

同

福

岡

同

既
巣

田
中

佐

賀

同

吉

田

幸

治

石

川

同

吉
田

京

都

同

愛

媛

作

婦

立刻

沈

獣
、

シ
ヱ
。
ハ

ー
ド
の
首

慮

女

坐

像

、
首

婦

習

同

横
田

同

井
上

盤
若

富
岡

片
山

泰
義
郎

文
男

寛
次

照
久

逹一――

大

阪

本
科

加

藤

浦

澄

菅

泰

造

石

川

東

京

同

茨

城

工

自

同

富

山

無

題

選
科

束

京

裸

像像

本
科

信
道

一
郎

京

都

ハ
ス
ケ
ッ
ト

・
ボ
ー
ル

同

籾

山

三

投

青

柳

謹

衛

群

馬

塑
造
部

、1¥
4
ノ

同

相

艮

叉

-Em 
1iii 

彫

刻

科

仕

舞

同

後

藤

光

行

東

岡 京
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院

測

場

美
術
家
倶
楽
郡

百

貨

店

日
本
海
員
倶
柴
部

新

祉

病

〔図
画
〕
師

聞

範

科

同

原

千

代

彦

長
谷
川
三
之
助

加

藤

政

雄

高

木

乙

彦

中
久
木
宏
策
郎

藤

井

忠

雄

東

・ー、-JJ 

L
 

（同）

須

賀

卯

夫

佑j

知

須

貝

寛

山

形

同

重

志

賀

幅

太

郎

静

岡

同

東

京

石

川

同

岐

阜

（同）

水
田

福

島

同

東

--9→ 

rl 
ノJヽ

本
科

東

.'‘ ー1}
 

建

策

科

花

器

鐵

箇

形

花

瓶

火

鉢

黒
味
遊
魚
文
花
瓶

鉗
金
部

庭
園
の
噴
水
塔

漆
工
郡

婦

人

室

の

棚

花
括
を
配
せ
る
壁
面
の
鏡
（
付
白
粉

壺
）
（
想
定
ボ
ー
ル

・
ル
ー
ム
用
）

乾

漆

果

物

器

電

氣

時

計

ラ
ヂ
オ
と
蓄
昔
器
を
持
つ
箱

同

城

倉

可

成

新

潟

同

百

足

双

言
雁[l]

島

同

高

桑

典

石

川

同

大

原

彰

長

野

本

科

石

井

潔

新

氾

ラ
ヂ
オ

・
ケ
ー
ス

三
男

薩
雄

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

裸
婦
習
作
、
風
景

編
物
す
る
少
女
、
少
女
坐
像
（
同
）

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

、
自
甕
像

A
、
B

風風

習

裸
婦
習
作
、
風
景

裸

婦

一

、
ニ

風

景
、
坐
裸
婦

少

女

像

習

作

裸

婦

習

作

風

景

A
、
B

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

少

女

坐

像

（

同

）

田

端

風

景

（

日
本
霊）

岡
盟
数
育
と
し
て
の
毛
筆
霊
の
指
導
の
研
究

員
夏
の
農
家
、
伊
豆
風
娯
（
油
霊
）

シ
ミ
ー
ズ
習
作

（同）
（同）

（
水
彩
盟
）

（
油
盟
）

幹
男

謹
爾

宮
村
他
家
次

坂
本

熊

本

佐
藤

正

宮

城

（同）
（同）

（同）

景

作

（同）

景

（同）
（同）

本

科

平

飩

司

鹿

兒

島

（同）

正
雄

雄
男

鐵
夫

靖
彦

光
春

茂
雄

小
木
曾
和
夫

合

澤

三

郎

翌
名

〔配
夫

宮

城
大

分

岐

阜

町
田

山

梨

山
田

愛

知

田
中

工
藤

青

森
岐

阜

兵

即

鹿

兒

島

選
科

西
川

加
藤

佐
藤
潤
四
郎

松
原

春
雄

香

JI! 

人

物

（同）

京

都

同

一
恥1

島

（同）

長

崎

同

正
之

炭

島

婦

ヽ

（同）

原
田

新

滉

本
科

浩

J

油i,．
 

知

裸風
景

裸

（
同
）

資
一螢

・

濱
田
九
一

郎

濱
田
房
次
郎

加
藤

11
ロ
,＇’
’
 

熊

本

鍛
金
部

同

鹿

兒

島

小

第2章

な
日奇

同

安
井

増
田

榎
本

埼

玉

像

コ
ス
チ
ュ
ー
ム

、
裸
姉
習
作
（
同
）

婦

（同）

藤
義

啓
三

長

野

-日~

恥』

井

坐

銀

壺

同

喜

紳

奈

川

（
綸
盟
成
績
品
）

（
油
盟
）

伊
東

伊
川

板
山

井
手

正

明

大

分
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豫
科
並
師
範
科

各
科
一
年
並
師
範
科
二
年

闘

昇

闘

｛

讐

三

日

間

（

習

志

野

）

三
日
間
（
下
志
津
）

自
五
月
三
十
日

（水）

至
六
月
一
日
（
金
）

自
七
月
三
日
（
水
）

各

科

二

年

並

師

範

科

三

年

四

日

間

（

富

士

）

至
七
月
六
日
（
土
）

一
、
各
科
三
年
並
師
範
科
一
＿
一
年
軍
事
見
學
六
月
七
日
（
木
）

一
、
野

螢

演

習

査

一
年 至自

五五五
月月月

〗一八五
日日日

へ^^土火土

‘‘‘ 

自
四
月
十
八
日
（
水
）

至
五
月
二
日
（
水
）

四
月
二
十
九
日
（
日
）

十
五
日
間

同
陸
叙
高
等
官
六
等
（
内
閣
）

叙
正
六
位
（
宮
内
省
）

年
十
一
月
一
日

数

授

同
愉
國
美
術
院
展
究
會
審
杏
貰
被
仰
付
（
内
閣
）

阿
年
十
月
一
日

放

授

石

田

英

数

授

石

EFl

英

同

憫

備
考

一

尋

開

、
声
畔
修
學
旅
行

一
、
天

長

節〔在
j

一
、
在
線
生
簡
閲
黙
呼

一
、
身

検

数

授

森

井

健

介

結

城

貞

松

講

師
同 助

数
授

同

高

村

豊

周

松

田

椛

六

伊
原
宇
三
郎

矢

澤

貞

則

同

1
學
科 一

學
期
授
業
日
程

一
、
授
業
開
始
四
月
十
一
日
（
水
）
新
入
生
入
尿
式
ハ
同
日
午
前
九
時

一
、
投
業
日
敷

一
週
間
各
自
受
持
時
間
内
二
於
テ
試
瞼
施

自
七
月
二
日
（
月
）

至
七
月
七
日
（
土
）

行
、
試
験
ヲ
施
行
七
ザ
ル
學
科
ハ
平
常
通
リ
授
業

但
シ
各
科
二
年
師
範
科
三
年
生
ハ
野
螢
演
習
ノ
タ
メ
（
自
六
月
二

一
、
夏
期
休
業 十

五
日
ー
至
六
月
三
十
日
）
期
間
二
於
テ
試
験
施
行

自
七
月
十
一
日
（
水
）

至
九
月
十
日
（
月
）

勅
任
官
ヲ
以
テ
待
遇
七
ラ
ル
（
内
閣
）

陸
叙
高
等
官
四
等
（
内
閣
）

年
同
月
十
五
日

腑
野
金
太
郎

同

勝
爾

剥
野
金
太
郎

1
宜
技
七
月
七
日
（
土
）

ヽ

試

『^忽

但
シ
各
科
二
年
師
範
科
＝―-年生
）

マ
デ
ニ
施
行
（
ハ
七
月
―
―
一日
（
火
）
マ
デ
ニ
施
行

十
二
週
卜
四
日

自
四
月
十
一
日
（
水
）

至
七
月
七
日
（
土
）

ヨ
リ
畢
行

學
校
記
事
〔
三
。

S
・
九

・
十
二

・
一
八
〕

職
員
辟
令

昭
和
九
年
九
月
十
五
日

叙
従
六
位
（
宮
内
省
）

同

年

同

月

二

十

日

講

書
記
北
浦
大
介
不
在
中
数
務
課
数
務
掛
長
代
理
ヲ
命
ス

年

同

月

二

十

七

日

数

同

授

田
邊

小
泉

師

齋

藤

幸

睛

数
授
兼
生
徒
主
事

至

森
田
組
之
助

677 第12節昭和 9年



京
都
市
伏
見
謳
正
覺
町
商
工
省
陶
磁
器
試
験
所
官

舎
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
利
野
〔
禎
三
〕
諧
師
小
石
川
橿
指
ヶ
谷
町
六
九

へ
、
韓
居
せ
ら
れ
ま
し

こ。t
 年

同
月
八
日

任
東
京
美
術
學
校
古
記
（
文
部
省
）

年
同
月
九
日

依
願
免
本
官
（
文
部
省
）

同
年
同
月
十
二
日

依
願
解
雇

東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス

0
高
村
名
界
教
授
本
校
名
啓
数
授
従
一二
位
動
二
等
、
高
村
光
匹
先
生
に
は
本

年
二
月
以
束
胃
癌
に
て
林
町
の
自
邸
に
於
て
只
管
療
投
に
努
め
ら
れ
て
居
り

ま
し
た
が
十
月
十
日
午
前
四
時
遂
に
甍
去
せ
ら
れ
ま
し
た
誠
に
痛
情
に
堪

へ
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

0
中
原
〔
＂
方
子
〕
雇
数
務
課
数
務
掛
と
し
て
勤
務
せ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
が

家
事
の
都
合
上
退
職
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
沼
田

〔
勇
次
郎
〕
諧
師

運
動
會
雑
報

何
し
ろ
豫
定
の
時
間
に
は
ぎ
ち
ん
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
つ
て
ゐ
る
競
技
を
は

じ
め
な
い
と
、
最
後
に
お
決
ま
り
の
グ
ラ
ソ
ド
お
け
さ
を
踊
る
頃
は
、
釣
瓶
洛

と
し
と
謂
ふ
秋
の
日
が
、
栂
物
館
の
ド
ー
ム
に
か
す
か
な
餘
映
を
残
し
、
地
に

は
と
つ
ぷ
り
と
紫
の
夜
が
覆
ひ
か
4

る
の
だ
。

同 同

屈

数
務
課
赦
務
掛
ヲ
命
ス

中
原

山
下

増
江

書

記

兼

田 兼
田

芳
子 稔 今

3f
 

そ
こ
で
。
ヒ
ス
ト
ル
の
音
。

難
駄
天
逹
は
、
振
舞
ひ
の
赤
飯
を
未
だ
っ
A

い
て
、
一
二
つ
も
あ
る
食
堂
の
何

れ
か
に
、
の
ん
び
り
と
典
太
つ
て
御
座
る
の
か
、
秋
睛
れ
の
空
に
も
似
た
る
閑

散
た
る
校
庭
、
そ
れ
で
も
引
か
れ
た
白
線
は
目
に
鮮
か
、
僅
か
の
風
に
赤
い
小

旗
が
は
た

4
<
o

美
校
の
生
徒
ら
し
い
物
臭
さ
、
上
着
も
脱
か
ず
に
テ

ー
プ
を
切
つ
て
、
ま
ん

ま
と
賞
品
の
手
拭
を
せ
し
め
た
の
が
、
叉
も
駆
け
る
氣
か
出
焚
線
の
方
へ
歩
い

て
行
く
。
進
行
係
、
洞
水
先
生
の
磐
が
、
ラ
ウ
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
徒
に

空
に
流
れ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
お
隣
動
物
園
ラ
イ
オ
ソ
エ
チ
オ
。ヒ
ャ
氏
と
競
旅

の
か
た
ち
。

そ
れ
で
も
、
劉
部
リ
レ
ー
豫
選
が
初
ま
る
頃
に
も
な
る
と
、
テ
ン
ト
の
中
に

来
賓
の
頭
も
揃
っ
た
し
、
ま
は
り
に
は
見
物
人
の
人
垣
も
形
造
ら
れ
て
来
た
。

此
の
頃
に
な
っ
て
、
や
っ
と
運
動
會
役
員
諸
君
も
、
役
員
ら
し
い
役
目
に
あ

り
つ
い
て
、
審
判
係
が
足
り
な
い
ぞ
、
な
ど
4

言
っ
て
大
童
だ
。
大
童
と
云
つ

た
つ
て
、
何
う
せ
か
ね
て
が
大
き
な
童
み
た
い
な
、
う
ち
の
學
校
の
生
徒
で
は

あ
る
け
れ
ど
。

｛宜
[-

百
足
競
走
と
い
ふ
や
つ
は
。
賞
品
貫
ひ
に
は
持
つ
て
来
い
の
競
走
だ
。
候
り

に
五
人
、
つ

4

五
組
の
む
か
で
様
逹
が
走
る
と
し
給
へ

。
い
や
走
つ
て
は
い
け
な

い
、
よ
ち
／
＼
／
＼
と
歩
き
給
へ
だ
。
こ
の
五
匹
の
百
足
様
が
、
中
隊
敦
練
の

並
列
縦
隊
み
た
い
に
、
足
並
み
揃
へ
て
テ
ー
プ
を
切
っ
た
と
し
た
ら
、
常
に
賞

品
係
は
赤
字
も
の
だ
ろ
う
。
斯
ん
な
事
書
い
て
、
金
澤
先
生
や
齋
藤
先
生
に
叱

ら
れ
た
つ
て
、
僕
は
知
ら
な
い
。

射
部
リ
レ
ー
は
、
剣
道
部
、
短
歌
部
、
野
球
部
、
庭
球
部
が
豫
選
に
残
っ
た

が
、
さ
す
が
庭
球
部
だ
。
早
い
。
あ
の
分
で
は
、

コ
ー
ト
で
抜
か
れ
た
球
を
一
艮

第 2章制度確立期 678
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昭和 9年11月

2日

運動会余興ス

ナップより

上、工芸部 2

年生の「動物

心
園」

左、油画科 3

年生の仮装

[~g
]

＜
拾
つ
て
打
つ
こ
と
だ
ら
う
。
野
球
部
の
盗
牲
王
た
ち
も
、
何
せ
ス
タ
ー
タ
ー

や
審
判
の
モ
ー
シ
ョ
ン
は
盗
め
ま
い
か
ら
、
ゴ
ー
ル
前
に
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
の
態

た
ら
く
、
せ
め
て
、
江
り
こ
み
で
も
や
ら
せ
た
か
っ
た
。
此
間
に
伍
し
て
短
歌
部

〔宜〕

の
健
岡
は
宜
な
る
哉
。
廣
川
先
生
善
戦
を
祝
し
て
莞
爾
た
り
。

鰍
把
み
競
争
で
、
始
め
か
ら
蛤
を
握
つ
て
謳
け
た
の
が
、
決
勝
で
バ
レ
て
あ

た
ら
名
案
蛋
無
し
と
な
る
。
腕
章
の
手
前
、
審
判
員
も
敏
い
所
を
見
せ
る
。

サ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
イ
ン
チ
キ
に
巧
な
妍
究
科
の

S
氏、

袋
の
新
し
い
の
に
、

文
字
通
り
手
も
足
も
出
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
が
、
合
法
的
新
戦
術
を
創
案
し
て
遂

に
一
着
。
到
科
レ
ー
ス
は
、
こ
4

敷
年
の
覇
者
建
築
科
を
蹴
つ
て
、
断
然
た
る

俊
勝
、
師
範
科
チ
ー
ム
に
校
長
杯
燦
然
と
輝
く
。
記
録
（
一
分
二

0
秒）

記
録
の
つ
い
で
に

、

走
高
跳
一
・

六
0
米
、
田
川

（
日
）
。
走
巾
跳
五•
五

職
員
辞
令

學
校
記
事
〔
四
。

S・

1
0
・
ニ

・
ニ
八
〕

〔米〕

八
足
代
（
師
）
。
砲
丸
投
射
九

・
八
一
米
、
徐
（
油
）
、

職
員
競
走
は
何
の
先
生
が
一
着
か
見
落
し
た
、
黒
い
モ
ー
ニ
ソ
グ
が
、
あ
ん

な
に
一
園
と
な
っ
て
急
い
で
は
、
俄
雨
に
降
ら
れ
た
會
葬
者
み
た
い
で
、
な
か

／
＼
に
一
人
々
々

は
辮
じ
難
い
。

卒
業
生
競
走
は
、
歩
武
堂
々

、

一
人
の
落
伍
者
も
な
く
皆
一
着
。

之
が
終
へ
て
餘
興
。

餘
興
監
査
係
の
先
生
方
が
、
素
破
こ
そ
来
れ
と
、
グ
ラ
ウ
ソ
ド
の
入
口
に
歩

み
寄
ら
れ
る
と
、
そ
の
頃
は
肩
を
押
し
合
っ
て
詣
と
詰
め
か
け
た
観
衆
の
眼
が

こ
れ
か
ら
だ
と
云
っ
た
燿
き
を
見
せ
て
一
様
に
注
が
れ
る
。
さ
ん
ざ
思
ひ
を
捻

つ
て
、
い
で
た
ち
を
凝
ら
し
た
、
所
謂
、
上
品
で
無
邪
氣
で
悪
ど
く
な
い
と
お

目
が
ね
に
叶
っ
た
餘
興
だ
。

。フ

ロ
グ
ラ
ム
だ
け
を
此
虞
へ
連
ね
て
、
後
は
挿
入
の
ス
ナ

ッ
プ
を
見
て
貰
ふ
事
に
し
よ
う
。

ジ
ャ
ソ
グ
ル
エ
藝
一
年
幼
稚
園
油
箱
豫
科

病
院
の
火
事
油
鎗
一
年
動
物
園
工
藝
二
年

民
謡
祭
工
藝
一
―
一
年
紅
葉
狩
油
縮
＝
―
-
年

彫

刻

祭

塑

造

オ

ー

ル

ス

タ

ー

キ

ャ

ス

ト

動
物
園
は
窃
質
の
妙
を
得
、
紅
葉
狩
に
現
れ
た
ヒ
ッ
ト
ラ

ー
氏
は
屋
益
の
お
で
ん
を
食
は
ず
。
流
石
に
氏
も
獨
逸
語
で

お
で
ん
頂
戴
と
は
言
へ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
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昭
和
九
年
十
二
月
十
五
日

叙
従
五
位
（
宮
内
省
）

同 同 同
文
庫
課
岡
書
掛
長
ヲ
免
ス
（
本
校
）

文
庫
課
岡
粛
掛
長
ヲ
命
ス
（
本
校
）

陸
叙
高
等
官
三
等

（
内
閣
）

昭
和
九
年
十
二
月
三
日

数

投

建

畠

湘

一
郎

諧

師

石

澤

正

男

帝
室
技
藝
員
ヲ
命
ス
（
宮
内
省
）

年
同
月
六
日

東
京
美
術
尿
校
雇
ヲ
命
ス

年
同
月
十
五
日

裏
辻

文
庫
岡
書
掛
兼
標
本
掛
ヲ
命
ス
（
本
校
）

諧

師

新

規

矩

男

0
新
〔
規
矩
男
〕
諧
師

0
西
間
木

〔久
郎
〕
屈

小
石
川
犀
原
町
三一

伊
藤
方
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

學
術
研
究
の
為
約
八
ヶ
月
の
豫
定
を
以
て
北
米
合
衆

國
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
目
下
紐
育
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ソ
美
術
栂
物
館
に
滞
り
、
研
究
を
紹
け
ら
れ

て
居
り
ま
す

れ
ま
し
た

憲
逍

各

通

正
四
位
動
三
等

正
四
位
励
一一等

従
四
位
動
―
―
一
等

従
五
位
動
五
等

正

六

位

藤

島

武

二

洞

水

編

蔵

香
取
秀
治
郎

た

英
作

岡
田
一一一
郎
助

和
田

同

0
朝
倉

〔
文
夫
〕
数
投

0
岡
〔
四
郎
〕
助
数
投

各

通

同

数

授

建
畠
蒲
一
郎

朝

倉

文

夫

北

村

西

羞

昭
和
九
年
十
一
月
十
五
日

叙
正
七
位
（
宮
内
省
）

同

年

同

月

十

七

日

教

授

森

井

宜
業
學
校
卒
業
程
度
検
定
委
員
會
委
員
ヲ
嘱
託
ス
（
文
部
省
）

年
十
二
月
一
日

同

健
介

脳
野
金
太
郎

年
同
月
十
八
日

工
藝
科
毛
筆
盟
授
業
兼
招
ヲ
命
ス
（
本
校
）

年
同
月
二
十
一
日

東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス下

谷
匪
谷
中
天
王
寺
町
二

0
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

板
橋
匝
錬
馬
土
支
田
町
一
ノ
五
三
四
へ
轄
居
せ
ら
れ

ま
し
た

0
内
藤
〔
春
治
〕
助
赦
投
瀧
野
川
犀
田
端
町
―
―
四
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

0
小
場

〔
恒
吉
〕
諧
師
中
野
福
江
古
田
町
ニ
ノ
七
四
一
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し

〇
鎌
倉
〔
芳
太
郎
〕
諧
師

0
佐
々
木
（
総
）
雇

0
渡
邊
〔
正
実
〕
屈

〇
澤
村

〔敦
子
〕
雇

中
野
謳
沼
袋
町
二
四
六
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

下
谷
謳
上
根
岸
―

1
0
~
衣
方
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

世
田
谷
隔
松
原
町
四
ノ
四
二

0
へ
轄
居
せ
ら
れ
ま
し
た

大
森
謳
山
王
ニ
ノ
ニ
、

0
六
七
宇
都
宮
方
へ
轄
居
せ
ら

鳩
ヶ
谷
敏
治

文
庫
課
闘
書
掛
兼
標
本
掛
ヲ
命
ス
（
本
校
）

数

授

同

諧

師

羽

野

禎

同

十
年
一
月
九
日

本
校
諧
師
ヲ
晒
託
ス

但
佛
語
授
業
栢
任
ノ
事
（
本
校
）

富

永

惣
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